
新規就農先輩の軌跡 №109    <2018(H30) 11月掲載> 

新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

氏名：小山内 陽介 

（おさない ようすけ） 

住所：兵庫県姫路市広畑区蒲田 

圃場：姫路市夢前町宮置 

年齢：27歳 

農地：30a（借地30a） 

施設：ぶどう棚 2400㎡ 

経営内容： 

露地ぶどう(一部被覆) 栽植 55本 

品種 ピオーネ、シャインマスカット 

クイーンニーナ、紫玉 

瀬戸ジャイアンツ 

労働力：本人 

出荷先：スーパー、直売所、飲食店等 

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点 

2010年 兵庫県立農業大学校 入学 

2012年 有限会社夢前夢工房 入社 

2015年 有限会社夢前夢工房 退社 

2015年 新規就農 

2016年 ぶどう棚施工＆栽植 

2018年 現在に至る 

○良かった点

 周りの人に助けてもらっていること。

 頑張った分だけ、自分に返ってくる。

○苦労した点

 近くにぶどう農家さんがいないので、情報

交換が難しい。 

 作って売っていくということ。 

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉 

県立農業高校時代にぶどうを栽培しまし

た。自分で作るぶどうに難しさを感じながら

も、収穫して食べた時の感動は今でも忘れま

せん。そして、自分でぶどう園をしてみたい

と思うようになり、農業の道に進むことに決

めました。 

自身も農家の卵です。まだまだ知らないこ

と、できないことだらけですが、自分の目指

すべき農業の形をアピールできたらいいなと

思っています。 

儲かる農業を目指していきましょう。 

収穫直前のぶどう 
(左:ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ、右:ﾋﾟｵｰﾈ) 


